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研究成果の概要：クロマグロの末梢血白血球の貪食能、リゾチーム活性を明らかにした。また、

自然免疫制御に重要な腫瘍壊死因子の遺伝子のクローニングに成功した。予期しなかったこと

に、クロマグロの TNF はこれまでの魚類では報告されてこなかった別の TNF を有することを

初めて見いだした。さらに、これらの TNF の遺伝子組替タンパク質を作製し、白血球の貪食

機能を活性化することを見いだした。 
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１．研究開始当初の背景 
天然クロマグロ資源の減少に伴い、持続的な
クロマグロ資源としての養殖が注目されて
いる。養殖技術の確立に伴い、イリドウイル
スや VNNなどの疾病防御の確立が至急の課題
となっている。しかしながら、クロマグロの
免疫についてはほとんど理解されていない
ため、早急にその免疫についての解析が求め
られていた。 
 
２．研究の目的 
安全で安心なクロマグロの完全養殖技術の
発展に向けて、抗菌性物質を使用せず、自然
免疫の賦活化による感染防除法を確立する
ために、クロマグロの自然免疫の評価および

自然免疫の中心的制御タンパク質である
TNF の遺伝子クローニングを行う。 
 
３．研究の方法 
近畿大学と共同研究体制をとり、養殖クロマ
グロから、頭腎や末梢血の白血球を単離し、
これの貪食機能や抗菌作用を測定する。また、
魚類の TNF アミノ酸配列情報から、ディジ
ェネレーティブPCR法でクロマグロTNF遺
伝子のクローニングを行う。TNF 遺伝子発現
解析はリアルタイムPCRによって解析する。 
 
４．研究成果 
養殖クロマグロの免疫的解析は世界で初め
てである。自然免疫機能として、頭腎と末梢



血単球の貪食機能や抗菌作用を測定した。ま
た、クロマグロの自然免疫制御遺伝子として
TNF の遺伝子をクローニングしたが、予期せ
ず 2 つの TNF を見いだし、魚類における新
たな TNF 遺伝子群の存在を世界で初めて明
らかにした。 
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